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事業計画

　

当
協
会
は
昭
和
六
十
一
年

に
「
栽
培
漁
業
に
関
す
る
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
水

産
資
源
の
維
持
増
大
を
図
り
、

漁
業
の
振
興
と
県
民
生
活
の

向
上
に
寄
与
す
る
。
」
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
今
年

で
三
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
マ
ダ
イ
、
ア
ワ

ビ
、
ク
ロ
ダ
イ
種
苗
の
生
産

を
行
い
、
東
京
湾
並
び
に
相

模
湾
へ
の
放
流
、
漁
業
協
同

組
合
を
始
め
と
す
る
水
産
団

体
へ
の
供
給
を
行
い
ま
す
。

　

更
に
、
業
界
の
強
い
要
望

で
あ
る
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
種
苗

を
入
手
し
放
流
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
当
協
会
の
中
核
事

業
で
あ
る
種
苗
生
産
・
放
流

並
び
に
供
給
事
業
を
行
う
こ

と
で
、
神
奈
川
県
の
水
産
資

源
の
維
持
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
栽
培
漁
業
と
当
協

会
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
漁

業
者
は
も
と
よ
り
広
く
神
奈

川
県
民
に
対
し
、
東
京
湾
並

び
に
相
模
湾
の
海
洋
環
境
の

保
全
と
水
産
資
源
を
豊
か
に

保
つ
必
要
性
を
訴
え
る
た
め

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
運
営
は
、
漁
業

経
営
の
不
振
と
遊
漁
者
数
の

減
少
等
か
ら
主
な
収
入
源
で

あ
る
漁
業
者
負
担
金
や
遊
漁

船
業
者
等
協
力
金
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
種
苗
供
給
数
も
不

安
定
な
が
ら
県
内
県
外
の
関

係
団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
各
種
苗
の
増
産
を
図
る

努
力
を
し
ま
す
。
特
に
サ
ザ

エ
種
苗
及
び
ト
コ
ブ
シ
種
苗

の
県
外
水
産
関
係
団
体
等
に

積
極
的
に
配
布
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
事
業
の
執
行
に
つ

い
て
は
、
経
費
の
見
直
し
を

行
い
、
効
率
的
な
協
会
運
営

に
努
め
ま
す
。

（
１
）
種
苗
放
流
事
業

（
２
）
普
及
啓
発
事
業

①
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

「
栽
培
ニ
ュ
ー
ス
」
（
二
千

部
／
回
、
年
二
回
）
を
作
成

し
県
内
の
漁
協
、
水
産
団
体
、

遊
漁
団
体
、
教
育
及
び
公
共

機
関
等
へ
配
布
し
当
協
会
の

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
推
進
事
業

　

各
地
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
し
漁
業
者
は
も
と
よ

り
一
般
県
民
に
対
し
て
水
産

資
源
の
保
護
、
海
洋
環
境
の

保
全
を
強
く
訴
え
、
栽
培
漁

業
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
調
査
事
業

  

マ
ダ
イ
遊
漁
標
本
船
調
査

  

県
内
マ
ダ
イ
遊
漁
船
の
中

か
ら
川
崎
市
か
ら
湯
河
原
町

ま
で
の
マ
ダ
イ
遊
漁
船
に
標

本
船
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

(

標
本
船;

十
二
隻)

漁業者から要望の強い、ヒラメ種苗放流

今年度もマダイ種苗放流

①マダイ種苗放流事業②ヒラメ種苗放流事業

補
助
金
ゼ
ロ
、懸
命
に
事
業
展
開

水
産
資
源
維
持
を
目
指
し
て

基
本
方
針

　

当
協
会
は
、「
限

り
あ
る
水
産
資
源

の
培
養
と
有
効
利

用
」
を
目
指
し
、

「
栽
培
漁
業
」
＝

つ
く
り
育
て
る
漁

業
と
生
態
系
を
育

む
豊
か
な「
水
環
境
づ
く
り
」

を
積
極
的
・
効
果
的
に
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
最
も
重

要
な
の
が
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ

な
ど
の
各
種
の
種
苗
放
流
事

業
で
す
▼
こ
の
活
動
に
必
要

な
費
用
の
一
部
と
し
て
、
漁

業
者
と
遊
漁
船
業
者
か
ら
毎

年
決
ま
っ
た
額
の
負
担
金
・

協
力
金
を
拠
出
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
マ
ダ
イ
釣
り
を

行
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
遊

漁
船
業
者
は
「
マ
ダ
イ
協
力

金
」
を
集
め
て
く
れ
て
い
ま

す
▼
そ
し
て
平
成
九
年
か
ら
、

海
を
利
用
し
て
い
る
釣
り
人

や
企
業
に
「
賛
助
会
員
」
に

入
会
し
て
も
ら
い
、
個
人
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
年
会
費

三
千
円
を
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
▼
「
賛
助
会
員
」

入
会
の
お
願
い
を
始
め
て
か

ら
二
十
二
年
間
、
協
力
を
続

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

も
多
く
い
る
の
で
す
が
、
一

方
で
、
高
齢
化
な
ど
で
年
々

会
員
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
▼
協
会
は

各
種
補
助
金
が
ゼ
ロ
に
な
る

と
い
う
厳
し
い
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
資

源
維
持
の
た
め
水
産
種
苗
生

産
・
放
流
事
業
を
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
▼
一
人
で
も
多

く
の
方
に
賛
助
会
員
に
入
会

し
て
い
た
だ
き
、
協
会
事
業

を
支
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

予　算

　

平
成
三
十
一
年
度(

令
和
元

年
度)

の
予
算
は
、
収
入
が
一

億
四
千
百
八
十
一
万
九
千
円
、

支
出
は
一
億
四
千
百
七
十
八

万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

収
入
に
お
け
る
昨
年
ま
で

と
の
比
較
で
は
、
太
平
洋
南

海
域
栽
培
漁
業
推
進
協
議
会

で
の
ヒ
ラ
メ
資
源
造
成
事
業

約
二
百
万
円
と
マ
コ
ガ
レ
イ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
照
射
実
験
の
百
三

十
九
万
円
が
な
く
な
り
、
補

助
金
等
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
こ

と
で
、
完
全
に
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
の
事
業
は
受
益

者
負
担
の
だ
け
で
運
営
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ザ
エ
種
苗
の
県

外
販
売
の
中
断
、
県
内
沿
岸

の
磯
焼
け
が
お
き
て
い
る
漁

業
協
同
組
合
が
ア
ワ
ビ
種
苗

の
購
入
数
を
控
え
て
い
る
た

め
、
平
成
三
十
年
度
と
比
較

す
る
と
二
千
万
円
ほ
ど
減
収

の
見
込
み
で
す
。

　

支
出
で
は
、
昨
年
度
ア
ワ

ビ
種
苗
生
産
が
不
調
だ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
県
外
か
ら
種

苗
を
購
入
し
た
こ
と
か
ら
、

ア
ワ
ビ
の
自
家
生
産
を
目
指

し
、
約
千
七
百
万
を
節
約
す

る
努
力
を
し
ま
す
。

　

か
な
り
厳
し
い
予
算
と
な

り
ま
す
が
、
工
夫
と
努
力
で

神
奈
川
の
海
の
資
源
を
増
大

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

100,000尾

100,000尾

100,000尾

300,000尾

東京湾海域

三浦半島海域

西湘海域

　収　　　 入
基本財産
特定資産
会費
種苗生産
種苗供給
補助金等
負担金
遊漁船協力金
募金
マダイ協力金
雑収入
　　　 計

千円
8,726
260
100

53,437
50,609

0
11,775
9,562
1,200
5,000
250

141,819

割合（％）
6.15
0.18
0.07
37.68
35.69

0
8.3
6.74
0.85
3.53
0.18
100

　支　　　 出

マダイ放流事業

ヒラメ放流事業

PR事業

放流効果調査

生産供給

斡旋供給

管理費

　　　 計

千円

26,056

5,262

4,345

1,888

47,478

37,320

19,437

141,786

割合（％）

18.38

3.71

3.06

1.33

33.49

26.32

13.71

100

収 入

支 出

種苗生産

基本財産

種苗供給

負担金

マダイ協力金

遊漁船協力金

141,819千円

マダイ放流事業

ヒラメ放流事業

PR事業

放流効果事業

生産供給斡旋供給

管理費

141,786千円

マ
ダ
イ・ア
ワ
ビ
な
ど
種
苗
生
産・放
流

令和元年度

（全長60㎜以上）（全長60㎜以上）

放流尾数放流場所

計

20,000尾

20,000尾

20,000尾

60,000尾

東京湾海域

三浦半島海域

西湘海域

放流尾数放流場所

計
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日
本
釣
振
興
会
神
奈
川
県

支
部
は
六
月
二
日
、
横
須
賀

市
長
井
地
先
に
合
計
五
千
尾

の
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
放
流
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
四
千
尾
は
、

長
井
町
漁
協
所
属
の
漁
業
者

小
田
和
湾
で
漁
業
者

が
協
力
し
て
小
田
和
湾
に
放

流
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
毎
年
こ
の
時
期

に
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
放
流
し
て

お
り
、
関
係
漁
業
者
に
と
り

最
重
要
資
源
で
あ
る
ヒ
ラ
メ

で
あ
る
だ
け
に
、
感
謝
し
な

が
ら
丁
寧
に
海
に
放
流
し
ま

し
た
。

荒
崎
は
子
ど
も
た
ち

ヒ
ラ
メ
種
苗
五
千
尾
を
放
流

日
本
釣
振
興
会
神
奈
川
県
支
部

生
産
供
給

斡
旋
供
給

事業名 種苗名（サイズ） 31年度（計画） 30年度（実績）

ア ワ ビ
　 〃 　
　 〃 　
サ ザ エ
ト コ ブ シ
ト コ ブ シ
マ ダ イ
ク ロ ダ イ
マコガレイ
マコガレイ
ヒ ラ メ
マコガレイ
メ バ ル
カ サ ゴ
ト ラ フ グ
カ ワ ハ ギ

（   5㎜）
（ 2 5 ㎜ ）
（ 3 0 ㎜ ）
（ 2 0 ㎜ ）
（ 2 0 ㎜ ）
（ 大 型 ）
（ 6 0 ㎜ ）
（ 6 0 ㎜ ）
（ 3 0 ㎜ ）
（ 4 0 ㎜ ）
（ 6 0 ㎜ ）
（ 3 0 ㎜ ）
（ 6 0 ㎜ ）
（ 6 0 ㎜ ）
（ 5 0 ㎜ ）
（ 5 0 ㎜ ）

20,000個
210,000個
40,000個
200,000個
50,000個
20,000個
250,000尾
80,000尾

0尾
0尾

250,000尾
35,000尾
30,000尾
180,000尾
13,000尾
11,000尾

20,000個
188,330個
31,530個
297,660個
59,200個
11,164個
247,830尾
63,000尾
26,500尾
22,000尾    
234,225尾

0尾
34,000尾
191,300尾
12,500尾
11,000尾

＊

＊養殖用種苗

(

４
）
種
苗
供
給
事
業

　

①
生
産
供
給

　

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ト
コ

ブ
シ
、
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ

種
苗
を
生
産
し
漁
協
を
は
じ

め
水
産
団
体
へ
供
給
し
ま
す
。

特
に
、
サ
ザ
エ
種
苗
を
安
定

生
産
し
、
関
係
機
関
に
供
給

で
き
る
よ
う
に
取
組
み
ま
す
。

　

②
斡
旋
供
給

　

ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、
メ
バ

ル
、
ト
ラ
フ
グ
な
ど
の
種
苗

を
入
手
し
、
漁
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
水
産
団
体

等
へ
供
給
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
決
算
報
告

　

平
成
三
十
年
度
の
決
算
は
、

事
業
活
動
収
入
計
は
一
億
四

千
七
百
九
十
二
万
六
千
円
、

事
業
活
動
支
出
計
と
し
て
一

億
八
千
二
百
九
十
五
万
千
七

百
二
十
八
円
で
し
た
。

事
業
活
動
収
支
差
額
は
、
す

な
わ
ち
収
入
と
支
出
の
差
額

が
マ
イ
ナ
ス
の
三
千
五
百
二

万
六
千
円
で
し
た
。

こ
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
は
、

定
年
退
職
者
の
退
職
金
の
支

払
と
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
の
不

調
に
よ
る
県
外
か
ら
種
苗
の

購
入
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

　

さ
ら
に
、
施
設
の
老
朽
化

に
と
も
な
う
メ
イ
ン
揚
水
ポ

ン
プ
な
ど
、
緊
急
に
修
繕
す

る
必
要
経
費
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
特
定
資
産

の
三
千
万
円
を
取
り
崩
し
て
、

そ
の
一
部
を
退
職
金
に
し
、

残
金
を
退
職
給
付
引
当
金
と

し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
詳
細
は
神
奈
川
県

栽
培
漁
業
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
の

貸
借
対
照
表
で
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
計
上
し
て
い
た
、

資
産
の
部
、
流
動
資
産
の
う

ち
棚
卸
資
産
を
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
棚
卸
資

産
を
種
苗
の
譲
渡
が
法
人
税

法
上
の
収
益
事
業
と
し
て
い

た
た
め
、
課
税
所
得
算
定
の

必
要
性
か
ら
計
上
し
て
い
ま

し
た
が
、
当
協
会
の
事
業
は

公
益
目
的
事
業
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
た
の
で
、
法
人
税

法
上
課
税
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
棚
卸
資
産
約
二
千
万
円

を
計
上
し
な
い
こ
と
と
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て

正
味
財
産
合
計
は
三
千
六
百

七
十
万
七
千
六
百
六
十
円
、

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計
は

三
千
万
六
十
六
万
二
千
三
百

二
十
五
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

り
ま
し
た
。

　

残
り
の
千
尾
の
ヒ
ラ
メ
種

苗
は
、
「
地
域
の
未
来
を
考

え
る
会
」
が
実
施
し
た
「
荒

崎
海
岸
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
」
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
同
支
部
、
当
協

会
職
員
、
同
フ
ェ
ス
タ
に
参

加
し
た
父
兄
が
手
渡
し
で
運

ん
だ
小
さ
な
バ
ケ
ツ
に
入
っ

た
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
放
流
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
当
協
会
の

今
井
利
為
専
務
は
、
ヒ
ラ
メ

の
飼
育
か
ら
放
流
後
の
成
長

の
様
子
を
、
図
を
提
示
し
な

が
ら
説
明
し
た
後
「
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
と
優

し
く
放
流
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

相模湾シンポ
　

第
四
十
三
回

「
相
模
湾
の
環

境
保
全
と
水
産

振
興
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
十
一

月
一
日
、
「
新

し
い
水
産
資
源

管
理
の
方
向
と

黒
潮
大
蛇
行
に

伴
う
相
模
湾
の
漁
況
と
の
関

わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
田

原
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
現
行
の
最
大
持
続
生
産
量

理
論
を
根
幹
に
し
た
資
源
変

動
の
課
題
と
海
況
変
動
を
考

慮
し
た
新
し
い
資
源
管
理
の

方
向
を
学
び
、
さ
ら
に
、
平

成
二
十
九
年
九
月
に
発
生
し

た
黒
潮
大
蛇
行
の
特
徴
と
、

大
蛇
行
の
相
模
湾
及
び
周
辺

海
域
の
海
況
・
漁
況
の
関
わ

り
を
議
論
、
今
後
の
相
模
湾

漁
業
の
管
理
方
策
に
役
立
て

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
し
い
資
源

管
理
の
方
向
に
つ
い
て
基
調

講
演
が
行
わ
れ
、
黒
潮
蛇
行

に
関
し
た
話
題
の
提
供
、
漁

業
現
場
か
ら
の
意
見
を
聞
き

総
合
討
論
を
行
い
ま
す
。

中
国・舟
山
市
の

大
学・研
究
者
が
来
会

　

二
月
十
八
日
に
東
京
海
洋

大
学
胡
夫
祥
教
授
の
案
内
で

中
国
浙
江
省
舟
山
市
海
洋
与

漁
局
副
局
長
、
浙
江
省
海
洋

水
産
研
究
所
教
授
、
浙
江
海

洋
大
学
教
授
ら
行
政
・
研
究

所
・
大
学
研
究
者
六
人
が
当

協
会
を
訪
れ
、
協
会
の
活
動

を
研
修
し
て
い
き
ま
し
た
。 来会した舟山市の人たちと

漁業者がヒラメ種苗放流

荒崎で子どもたちも放流
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事
業
活
動
収
支
差
額
マ
イ
ナ
ス
に

平成30年度決算

11月 1日

協
会
活
動
を
研
修
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栽
培
漁
業
っ
て
何 

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

公
益
財
団
法
人

26

木
村
和
一さ
ん
が
旭
日
双
光
章
受
章

　

元
神
奈
川
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
の
副
会
長
で
、
み

う
ら
漁
協
の
元
組
合
長
で
も

あ
っ
た
三
浦
市
南
下
浦
町
の

木
村
和
一
さ
ん
は
、
三
浦
地

域
の
水
産
業
の
振
興
や
神
奈

川
の
水
産
団
体
幹
部
と
し
て

系
統
活
動
に
も
大
き
な
功
績

が
あ
っ
た
、
と
今
年
春
の
叙

勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、
三
浦
市
南

下
浦
町
毘
沙
門
地
先
な
ど
で
、

家
業
の
定
置
網
漁
業
を
経
営

し
、
春
夏
秋
冬
、
旬
の
魚
を

漁
獲
し
て
三
崎
魚
市
場
を
主

体
に
水
揚
げ
し
、
首
都
圏
の

消
費
者
に
新
鮮
な
魚
介
類
を

提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
定
置
網
漁
業
を

経
営
し
な
が
ら
、
地
元
の
当

時
の
毘
沙
門
漁
協
の
幹
部
と

し
て
漁
協
系
統
運
動
に
手
腕

を
発
揮
し
、
ま
た
、
三
浦
市

内
の
漁
協
の
合
併
な
ど
に
も

尽
力
し
、
平
成
六
年
に
み
う

ら
漁
協
が
誕
生
し
、
平
成
十

年
に
は
推
さ
れ
て
同
漁
協
の

代
表
理
事
組
合
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
木
村
み
う
ら
漁

協
組
合
長
は
、
神
奈
川
県
漁

連
の
副
会
長
及
び
神
奈
川
県

信
漁
連
の
副
会
長
に
選
出
さ

れ
、
共
水
連
神
奈
川
県
事
務

所
長
な
ど
の
神
奈
川
県
央
水

産
団
体
の
要
職
を
歴
任
し
、

神
奈
川
県
下
の
漁
協
系
統
運

動
の
推
進
・
発
展
に
貢
献
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
定
置
網
漁

業
の
経
営
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
み
う
ら
漁

協
の
組
合
長
と
し
て
漁
協
系

統
運
動
の
発
展
に
尽
力
し
、

Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
模
範
と
な

る
人
で
あ
る
と
し
て
、
平
成

二
十
一
年
度
漁
協
運
動
功
労

者
と
し
て
全
国
漁
業
協
同
組

合
連
合
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
今
回
、
栄
え
あ
る

旭
日
双
光
章
の
受
章
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。

木村さん

第24回　全国青年・女性漁業者交流大会

　

齋
田
さ
ん
の
発
表
の
要
旨

は
、
東
京
湾
は
、
高
度
成
長

期
に
埋
め
立
て
に
よ
り
漁
場

と
藻
場
が
失
わ
れ
、
そ
の
回

復
の
た
め
、
港
湾
関
係
者
の

協
力
で
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ

リ
ー
ナ
に
浅
場
が
造
成
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
参
加
型

に
よ
る
「
ア
マ
モ
場
」
作
り

に
取
り
組
ん
だ
、
と
い
う
も

の
で
す
。

　

ア
マ
モ
種
子
採
集
を
イ
ベ

ン
ト
と
す
る
こ
と
で
市
民
に

作
業
を
担
っ
て
も
ら
い
、
子

ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
環
境

教
育
的
活
動
に
発
展
し
ま
し

た
。
発
表
後
に
審
査
と
講
評

が
行
わ
れ
、
環
境
・
生
態
系

保
全
だ
け
で
な
く
、
教
育
の

面
で
も
貢
献
し
て
い
る
と
し
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

第
二
十
四
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
は
、
三
月
一
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
、
多

面
的
機
能
・
環
境
保
全
部
門
で
「
横
浜
ベ
イ
サ

イ
ド
マ
リ
ー
ナ
に
お
け
る
ア
マ
モ
場
造
成
に
つ

い
て―

多
様
な
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
る
ア
マ

モ
場
の
再
生―

」
を
発
表
し
た
横
浜
市
漁
協
の

齋
田
芳
之
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

アマモ場造成を発表した齋田さん

種
苗
飼
育
現
場
で

家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
採
用

　

当
協
会
で
は
今
年
度
よ
り

家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
飼
育

現
場
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

貝
類
で
は
、
剥
離
後
の
小

さ
い
サ
イ
ズ
の
ア
ワ
ビ
や
サ

ザ
エ
の
稚
貝
が
配
合
飼
料
に

餌
付
く
ま
で
の
間
、
屋
内
で

餌
料
と
な
る
珪
藻
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
予
備
試
験
と

し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
み
を
照

射
し
た
水
槽
に
珪
藻
が
生
え

る
こ
と
と
、
稚
貝
が
そ
の
珪

藻
を
食
べ
る
こ
と
を
確
認
し

た
た
め
、
今
年
度
か
ら
飼
育

水
槽
で
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

魚
類
で
は
、
今
ま
で
使
用

し
て
い
た
水
銀
灯
の
代
わ
り

に
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今

後
の
水
銀
灯
製
造
廃
止
へ
の

対
応
策
で
あ
る
と
同
時
に
、

電
気
代
の
大
幅
カ
ッ
ト
を
見

込
ん
で
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
業
務
用

に
比
べ
て
設
置
費

用
も
安
く
電
球
の

交
換
も
簡
易
で
あ

る
こ
と
も
お
お
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

明
る
さ
は
問
題
な

く
、
今
の
と
こ
ろ

種
苗
生
産
は
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
当
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
さ
い
ば
い
日

誌
」
に
て
。

家庭用ＬＥＤ照明採用した魚類飼育水槽

貝 類 飼 育 水 槽

神
奈
川
県
主
要
施
策・予
算
説
明
会
開
く

多数が出席した説明会

　

マ
ダ
イ
⑥  

　

天
然
の
マ
ダ
イ
は
左
右
そ

れ
ぞ
れ
に
二
つ
の
鼻
の
孔
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
鼻
の
孔
の

形
状
に
よ
っ
て
天
然
か
人
工

か
を
見
分
け
る
の
で
す
。

　

こ
の
異
常
が
な
ぜ
起
こ
る

の
か
は
は
っ
き
り
分
か
り
ま

せ
ん
。

　

人
工
魚
は
密
度
を
高
く
稚

魚
を
飼
育
さ
れ
る
た
め
、
ス

ト
レ
ス
に
よ
っ
て
生
じ
る
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
生
産
技
術
の
改
良

が
進
み
、
鼻
孔
の
異
常
魚
の

生
産
比
率
が
小
さ
く
な
り
、

こ
れ
を
標
識
と
し
て
放
流
の

効
果
を
算
出
す
る
手
法
が
使

え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

放
流
効
果
の
推
定

　

放
流
し
た
マ
ダ
イ
の
効
果

を
ど
の
よ
う
に
し
て
推
定
す

る
か
、
難
し
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。

　

確
か
に
、
海
の
中
の
こ
と

で
す
。
誰
も
直
接
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
選
挙
や
世
論
調

査
の
時
に
使
う
統
計
方
法
を

も
っ
て
推
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
場
に
行
っ
て
水

揚
げ
さ
れ
た
マ
ダ
イ
の
体
長

を
測
定
し
ま
す
。
こ
の
作
業

は
地
道
で
朝
早
く
か
ら
水
揚

げ
直
後
の
魚
を
物
差
し
で
計

り
ま
す
。

　

調
査
当
初
、
漁
師
や
市
場

関
係
者
は
活
魚
で
活
け
た
マ

ダ
イ
を
測
定
す
る

こ
と
に
難
色
を
示

し
ま
し
た
。
そ
れ

は
そ
う
で
す
。

　

キ
ロ
当
た
り
六

千
円
か
ら
一
万
円

も
す
る
マ
ダ
イ
を
弱
ら
せ
て
、

活
き
を
落
と
し
た
ら
単
価
が

下
が
り
、
そ
の
補
償
を
し
て

く
れ
る
の
か
。
恐
る
恐
る
手

網
で
引
揚
げ
て
素
早
く
体
長

を
測
定
す
る
作
業
を
心
配
顔

で
眺
め
て
い
た
人
た
ち
は
、

私
た
ち
の
取
り
扱
い
を
見
て

安
心
し
た
ら
し
く
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
、
県
下
、
七
箇

所
の
市
場
で
測
定
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

今
で
も
、
他
所
の
県
で
は
、

活
魚
の
測
定
は
断
ら
れ
て
い

る
と
の
話
を
聞
き
ま
す
。

　

そ
の
点
、
神
奈
川
県
の
漁

師
、
市
場
関
係
者
に
は
暖
か

い
眼
差
し
で
見
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
測
定
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
、
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。

　

こ
う
し
て
体
長
を
測
定
し
、

鼻
孔
の
形
を
確
認
し
て
放
流

魚
か
天
然
魚
か
識
別
し
ま
す
。

　

測
定
し
た
体
長
を
マ
ダ
イ

の
成
長
に
照
ら
し
あ
わ
せ
て
、

何
歳
魚
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
含

ま
れ
て
い
る
か
分
離
を
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
年
度
ま
で
は
、

市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
た
漁
獲

量
は
魚
種
別
・
漁
法
別
・
漁

業
協
同
組
合
別
に
神
奈
川
県

農
林
水
産
統
計
事
務
所
が
集

計
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
漁
獲
量
を
元
に
、
市

場
で
測
定
し
た
マ
ダ
イ
を
年

齢
組
成
に
振
り
分
け
て
、
年

齢
ご
と
の
漁
獲
尾
数
を
求
め

ま
す
。
一
方
、
後
か
ら
、
詳

し
く
説
明
し
ま
す
が
、
神
奈

川
県
で
は
東
京
湾
や
相
模
湾

に
遊
漁
船
が
沢
山
、
出
船
し

て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
に
は
遊
漁
船
が

六
百
六
十
隻
登
録
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
う
ち
百
五
十
隻
ぐ

ら
い
が
マ
ダ
イ
を
対
象
と
す

る
遊
漁
船
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
毎
年
、
十

七
〜
四
十
隻
に
毎
日
の
日
誌

を
付
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
標
本
船
と
い
い
ま
す
。

　

記
録
す
る
内
容
は
、
出
船

日
、
乗
船
人
数
、
漁
場
位
置
、

釣
り
人
が
釣
っ
た
マ
ダ
イ
の

大
き
さ
で
す
。
こ
の
記
録
か

ら
、
釣
り
人
一
人
当
た
り
の

釣
っ
た
マ
ダ
イ
の
数
が
出
て

き
ま
す
。

　

ま
た
、
十
年
に
一
度
ぐ
ら

い
の
間
隔
で
、
神
奈
川
県
の

遊
漁
船
全
船
の
魚
種
別
釣
獲

量
の
調
査
を
行
い
、
マ
ダ
イ

釣
獲
数
と
釣
人
の
人
数
を
把

握
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人

当
た
り
の
マ
ダ
イ
釣
獲
数
を

求
め
、
マ
ダ
イ
釣
獲
数
と
釣

人
の
人
数
を
把
握
し
ま
す
。

　

た
だ
、
費
用
と
労
力
の
関

係
で
毎
年
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

標
本
船
調
査
の
数
値
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
遊
漁
船
で
釣

ら
れ
た
年
齢
別
の
マ
ダ
イ
釣

獲
尾
数
を
推
定
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

水
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て

横浜市漁協が農林水産大臣賞受賞

珪
藻
が
育
ち
稚
貝
が
食
べ
る
こ
と
確
認
し
て

　

神
奈
川
県
水
産
課
は
六
月

十
一
日
、
平
成
三
十
一
年
度

（
令
和
元
年
度
）主
要
施
策
・

当
初
予
算
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。
百
人
を
超
す
関
係
者

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

滝
口
直
之
水
産
課
長
は
、

「
昨
年
度
の
県
下
の
漁
業
は

厳
し
か
っ
た
が
、
種
苗
放
流

し
た
ト
ラ
フ
グ
が
産
卵
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う

明
る
い
兆
し
も
あ
り
ま
し

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

磯
焼
け
対
策
や
県
産
野
菜

の
残
さ
を
餌
と
す
る
「
キ
ャ

ベ
ツ
ウ
ニ
」
と
い
わ
れ
て
い

る
「
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
養
殖
技

術
開
発
事
業
」
に
は
、
４
４

０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。
「
沿
岸
水
産
資
源
再

生
技
術
開
発
事
業
」（
事
業
費

４
２
０
万
円
）で
は
、ウ
ニ
類

の
駆
除
効
果
調
査
、
ト
ラ
フ

グ
の
種
苗
生
産
・
放
流
技
術

開
発
、
カ
サ
ゴ
の
親
魚
養
成

試
験
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
貧
酸
素
緩
和
策
の
研

究
、
貧
酸
素
水
塊
の
生
物
影

響
調
査
な
ど
を
行
う
「
東
京

湾
貧
酸
素
水
塊
対
策
研
究
」

（
事
業
費
８
０
０
万
円
）
も

行
い
ま
す
。

　

水
産
資
源
培
養
管
理
推
進

対
策
事
業
」
（
事
業
費
３
６

６
万
円
）
で
は
、
資
源
悪
化

の
著
し
い
シ
ャ
コ
、
ア
ワ
ビ

と
東
京
湾
の
重
要
な
漁
獲
対

象
魚
で
あ
る
マ
ア
ナ
ゴ
、
タ

チ
ウ
オ
の
調
査
研
究
な
ど
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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近
年
、
神
奈
川
県
地
先
、

特
に
三
浦
半
島
か
ら
相
模
湾

に
か
け
て
の
海
で
、
藻
場
の

喪
失
に
よ
る
磯
焼
け
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
懸
命
に
種
苗
生
産

を
行
っ
て
も
、
「
種
を
ま
い

て
育
て
る
」
藻
場
（
畑
）
が

失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

磯
焼
け
の
原
因
と
い
わ
れ

て
い
る
の
が
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
で
、

比
較
的
南
方
に
棲
ん
で
い
る

ア
イ
ゴ
と
い
う
魚
が
北
上
し

て
き
て
、
海
藻
を
食
べ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
に
、
繁
殖
力
の
強
い

ウ
ニ
類
も
加
わ
り
、
海
藻
の

葉
を
食
べ
尽
く
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
岩
礁
が
「
焼
け
野

原
」
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
、
つ
く
り
育
て
る

栽
培
漁
業
を
行
っ
て
い
る
者

に
と
っ
て
も
、
「
藻
場
の
再

生
」
は
緊
急
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

◇
新
職
員
紹
介
◇

定置網漁船などの基地、佐島漁港

魚 市 場 荷 捌 場名の知れた「佐島ダコ」の水揚げ

神奈川漁港めぐり・・・シリーズ⑥

　

相
模
湾
に
面
し
、

横
須
賀
市
佐
島
に
あ

る
「
佐
島
漁
港
」
は
、

定
置
網
漁
業
や
刺
網

漁
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
シ
ラ
ス

船
曳
網
漁
業
な
ど
も

こ
の
漁
港
を
母
港
に

し
て
鮮
度
抜
群
の
旬

の
魚
介
類
を
水
揚
げ

し
て
い
ま
す
。

　

水
揚
げ
さ
れ
る
魚

介
類
の
主
な
も
の
は
イ
ワ
シ
、

ア
ジ
類
、
サ
バ
、
ブ
リ
類
な

ど
で
す
が
、
五
月
ま
で
は
エ

ビ
網
と
い
わ
れ
る
網
で
イ
セ

エ
ビ
が
漁
獲
さ
れ
、
水
揚
げ

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
で
も
「
お
い
し
い
」
と

人
気
の
「
佐
島
ダ
コ
」
も
水

揚
げ
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
が
横
須
賀
市
大

第２種「佐島漁港」
－ 定置網、刺網、釣り漁業が盛ん －

楠
漁
業
所
属
の
漁
船
で
す
が
、

他
港
の
漁
船
が
カ
ツ
オ
を
水

揚
げ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

佐
島
漁
港
の
整
備
は
古
く

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
昭
和

九
年
に
基
本
施
設
と
２
号
防

波
堤
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
後
、

昭
和
二
十
六
年
に
漁
港
整
備

計
画
が
樹
立
さ
れ
、
こ
の
年

に
漁
港
整
備
計
画
対
象
港
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
二
十
七
年

度
か
ら
第
一
次
漁
港
整
備
計

画
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
な
漁
港
施
設

は
外
郭
施
設
と
し
て
防
波
堤

や
護
岸
、
係
留
施
設
と
し
て

岸
壁
、
物
揚
場
、
船
揚
場
、

水
域
施
設
と
し
て
泊
地
が
あ

り
、
横
須
賀
市
大
楠
漁
協
地

方
卸
売
市
場
が
開
設
さ
れ
、

水
揚
物
の
卸
売
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

カ
ワ
ハ
ギ

種
苗
を
放
流

浦賀でカワハギ種苗放流
　

四
月
十
日
、
横

須
賀
市
浦
賀
で
一

般
財
団
法
人
東
京

湾
南
部
水
産
振
興

事
業
団
の
事
業
と

し
て
カ
ワ
ハ
ギ
稚

魚
の
放
流
が
あ
り

ま
し
た
。
放
流
尾

は
、
一
万
一
千
尾

で
全
長
は
十
〜
十

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
大
き
な
種
苗

で
し
た
。
二
百
尾

に
赤
色
の
ア
ン
カ

ー
タ
グ
を
付
け
て

放
流
し
ま
し
た
。

　

カ
ワ
ハ
ギ
は
、
煮
て
も
刺

身
で
も
お
い
し
く
、
特
に
そ

の
キ
モ
は
お
い
し
く
、
特
に

漁
村
の
民
宿
な
ど
で
は
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
こ
の
魚
料
理

を
食
べ
に
来
る
お
客
さ
ん
が

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
遊

漁
者
が
カ
ワ
ハ
ギ
狙
い
の
釣

り
を
楽
し
む
ほ
ど
、
人
気
の

あ
る
魚
で
す
。

　

再
捕
さ
れ
た
方
は
、
再
捕

年
月
日
、
再
捕
場
所
、
大
き

さ(

全
長)

を
東
京
湾
南
部
水

産
事
業
団
、
電
話
０
４
６―

８
３
４―

３
５
９
６
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

漁業者がヒラメ種苗放流

　

五
月
十
八
日
に
葉
山
町
で

ヒ
ラ
メ
種
苗
の
放
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
公
益
財
団
法
人

相
模
湾
水
産
振
興
事
業
団
と

葉
山
町
漁
協
が
合
同
で
行
っ

た
放
流
で
、
同
事
業
団
が
三

千
、
同
漁
協
が
二

千
尾
の
合
計
五
千

尾
で
し
た
。

　

同
日
朝
、
同
漁

協
事
務
所
前
に
運

ば
れ
て
き
た
ヒ
ラ

メ
種
苗
は
、
漁
船

に
積
み
替
え
ら
れ

て
葉
山
町
地
先
の

海
に
放
流
し
ま
し

た
。
ヒ
ラ
メ
資
源
は
刺
網
漁

業
者
な
ど
に
と
り
最
も
重
要

な
魚
種
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

放
流
に
参
加
し
た
同
漁
協
の

漁
業
者
は
、
慎
重
に
種
苗
を

海
に
放
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
自
治
体
が
主

催
し
て
行
っ
た
「
海
山
に
育

ち
親
し
む
子
ど
も
た
ち
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
海
に
入
り
、
小
さ
な
バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
ヒ
ラ

メ
の
稚
魚
を
、
「
大
き
く
育

っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
放

流
し
ま
し
た
。

栽
培
漁
業
寄
付

寄付を受ける今井専務（右）

　

三
浦
市
油
壷
に
あ
る
リ
ビ

エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ
ア

は
五
月
十
九
日
、
「
キ
ス
マ

ス
タ
ー
２
０
１
９
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
六
十
七
チ
ー
ム

が
ヨ
ッ
ト
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
に
乗
り
キ
ス
釣

り
を
楽
し
み
、
参

加
費
の
一
部
を
当

協
会
に
寄
付
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
釣
っ
た
キ
ス

の
一
部
を
三
浦
市

社
会
福
祉
協
議
会

に
贈
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
渡
邊
藤
朗
副
会
長

は
「
今
回
も
国
交
省
、
神
奈

川
県
、
三
浦
市
の
後
援
を
い

た
だ
き
、
キ
ス
マ
ス
タ
ー
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
参

加
費
の
一
部
を
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
海

に
浮
か
ぶ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
の
回
収
な
ど
に
よ
る
海
の

環
境
保
護
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
た
当
協
会
の

寄付を手に、樋代さんと

　

三
浦
市
松
輪
の
遊
漁
船
・

棒
面
丸
は
今
年
も
「
ラ
ブ
ラ

ブ
マ
ダ
イ
２
０
１
８
」
の
表

彰
式
で
当
協
会
に
五
万
円
を

寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
船
は
十
年
以
上
前
か
ら

マ
ダ
イ
釣
り
大
会
を
行
い
、

釣
り
人
の
参
加
費
の
一
部
を

積
み
立
て
て
当
協

会
に
寄
付
し
て
く

れ
て
い
る
も
の
で
、

昨
年
、
マ
ダ
イ
釣

り
で
優
勝
し
た
樋

代
さ
ん
が
入
賞
者

を
代
表
し
て
当
協

会
の
今
井
利
為
専

務
に
寄
付
を
手
渡

し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

寄
付
を
受

け
取
っ
た
今

井
専
務
は
、

「
マ
ダ
イ
資

源
の
増
大
の

た
め
に
種
苗

生
産
・
放
流

に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

春木職員

　

協
会
は
、
春
木
隆
之
さ
ん

を
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し

た
。
春
木
職
員
は
当
協
会
で

水
産
種
苗
の
生
産
、
配
布
、

放
流
、
斡
旋
な
ど
の
仕
事
を

行
い
ま
す
。
次
の
よ
う
に
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
関

係
者
の
皆
様
の
今
後
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
元
号
の
令
和
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
種
苗
生
産
の
仕

事
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ま

す
ま
す
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
故
に
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

□
春
木
隆
之
職
員

横
須
賀
市
浦
賀
で

葉
山
町
で

ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
放
流

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト

シ
ー
ボ
ニ
ア

棒

面

丸

今
井
利
為
専
務
は
「
今
回
も

皆
さ
ん
か
ら
寄
付
を
し
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

協
会
は
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、

カ
サ
ゴ
な
ど
の
種
苗
を
放
流

し
て
お
り
、
こ
の
寄
付
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
春
に
「
キ
ス
マ

ス
タ
ー
」
、
秋
に
「
ハ
ギ
マ

ス
タ
ー
」
を
行
い
、
大
会
に

参
加
し
た
チ
ー
ム
に
水
産
資

源
増
大
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
当
協
会
に
寄
付
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
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